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積雪地寒冷地農村の食生活に関 する研究
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積雪寒冷 条件が農家 の家庭 生活に及ぼナ第１の問

食生活に必要な食品 の連続的調達をはば むため，

これに農家が如何に対応し， ゆがめられてい るか とい う

点であ る。第 ２は寒 冷刺戟 に対応し て， 人間の生理的要

求 が充足 されるべきであ るが，積雪寒 冷条件のため制約

され て，不 合理な食生 活が営まれる結果，人 間の健康に

どのような影響を与えるかの２点である。本研究におい

ては， 特に冬期の食構造の問題点を摘出し，それ を克服

するための対策を見出すこ とを目的 とした。

2. 積雪 量が多く（平均最深積雪量108 cm ）根雪 期間

の長い（平均168 日）地区を撰定し，対象農家に計器 と

黒板を与え，毎食の摂取食品を正確に可食部 秤量し, 365

日間にわた り，継続的に記入させ集計した。 さらに調査

による問題点を解決するために動物飼育試験 も行っ た。

つけもの，みそ汁中の塩分は炎光法に より測定し た。

3.　以上 の方法で行っ た結果,調査 の面 では,積雪 寒冷

条件 が食生活に必 要な食 品の連続的 調達をはばむため，

塩蔵野菜に依存す る傾向 が強 く，こ のため低 ビタミン高

食塩食事 とな9, 住民の健康に悪い影響を与 えてい るこ

と が判明し た。そこで季 節変動 を支 配し てい る食 品の生

産構造の改善，低食塩 グラウト法の研究，又 動物飼育試

験に より, パントテン酸や コリン， メチオニンの摂取量

を高 めるこ とに よって，住民 の冬期 の健康 特に血圧を正

常に保つこ とができたので御 報告し たい。


